义力の目を 



"… r IMI (火力 r3j) 
1 -…‘… r II !( 义力 rsj ) 
^ I !( 火力 nj) 


消費電細 

3弧 W 瑶当 


^中典ヒ—夕—は赤熱し、トッブプレートの表超が离湿となじまず，使活中および使巧搂はトップブレートの遍度が闇 
くな::)てい'まずので、やけどにミ主意してくだごい。’また、絶超に巧燃攫}をのせないで<ださい。 


… 


•ヒータ…を切り底れた場をは、巧0息れ跑に留動谭止雞誰が麵き、操作棲約45お経過ずると国動的に遵電を停 
化します C (調理タイマ…使用中は初り忘れ游止留動停止機能は働さ莱せん。） 

•中巧ヒーターは、火力のコント G — ルや溫度調離機能が麵くため、ヒ…夕一が赤くなった0消えた0ずることびお 
〇萊ずが故屬ではあり萊せん； 

( B 霉火！の場食でを漏廣調飯纖能が働き、ヒータ…がホくなったり消えたりし法ず，） 

• 中央ヒーターの中に持える斜めのすじは、還痕離節機能のセンヴーでず。 



• 乂ジ jn 2 j は乂丸が強いにめ、か麗の搜损を調理ずる場苗、鍋やフライパンを傷めてし黑ラことびあ0法'す'ので、义 
力をでばて懐ラことをおる'ずめしまず， 

• 乂わ ri 2」 は最大約1日分継続使用ずると、火わ「11」に下が0まず。 

• 乂力 ri 2 j 「1 ij は脊計で拆1目分繼続懐箱ずると、火力「10」に下がり萊す。 

•火わが樵い場を、離ややかんの妝がなどによってはふきこぼれた0、蒸気が勢いよく出る恐れがあり莱ず。 

沸とうした5火乃を下ばてください。 

•離運をするときはそばを難れないでください。 

•煮込おなどで長時間ご懊巧時は、途中でか巧請ぜるなどし、ふちこぼりや焦げつをにごを意ください。特に調躍タイ 
マ…を使巧ずると进ま焦げつきにま蠢しでください。 

♦みそ汁やわレーのル…など底に洗雛しやずいちのを湿がなおずとをは、器乂でか定潑ぜなが5巧ってくだごい。 

ぷ錦底に沈搬したかそやカレ…のル…などが獨莱ると突然驭を上がった D 、 雛が跳む上がることがあ0、やけどの恐 
むがお0第ず。 

• 少壓の油を入れて予熱ずる場合は、乂力を謂めにずるなど、加熱し過ぎないよ5にを意しでください。 

を油の遍廣が急激に上が0、油が発火ずることがあ0をす， 

•鍋底の薄いをの、離底がそっているフライパンや銷は、強乂で予熱するとあ熱する場合びあり法ず。 
















































左•をヒーター/中央ヒーター 

ヒーターの基本的な使いかた 



を火わキ…のたろ火1 !、 f 韻火！、ミ'中火 J 、 儲がのいずれかを桿してくださし V : 


: 〇上簡操作部の切 / スタ ~ トキ -" を押ず。 

藏乂力半一を桿した樓、約3ひ秒な巧に切/スタートキーを j 孕さないとブヴ…が鳴り、封動的に解隙され誌す。 

く通靈を停止ずる > 

〇調理が終わった5切 / スタ ^ トキ ~ を押ず。 

•通叢を停止し萊ず。 

0使用後は電源スイッチを押して電源を切る。 

•電源亏ンプが消のしまず。 

藏違霸を停止したときが叢源を捉った後でも、トツブプレ…卜の邁度が約8日‘でが,下になる张で辑溫を意表おを続け 
法ず。 



お調理中に設定します。 

a ) タイマーキー©を搏ず 電時間を設をずる 


C 設定でをる時簡は 

お‘ とろが （义が1 j 卜 imi (次力で J 〜 巧 j 卜划觸班か 
を 神が （おが も。做' ぃパ A イバクー j がが 1 1 j 〜リ 2 j ;‘ 
…1時閒 
を驗昏 轉轉 

综1分〜；醇闇までは1お望な、1特幫〜5時聲香 



では10好単乾5時霞〜9轉聲55おまで30お 
單をで設京でき'まも， 


が畏い酵觀こ離する ti おま[風邸なち設 


巧遵違野捉第覆担單ぶ當鞍が毎お;; 


まず。 


0設是ホーを神しで時幫を設度します。 

0妈閨の設是ぜ完了したら I 辨3藝幫た 
つと r ビビ':' J とブザ…が鳴0、調理夕 
イ7…が スタート します。 


禮安韩署^驗1壤綠1壽藝舊距む^課 
□ディーでお纯らせし或ず。 



-♦タイマー表おの際 

「 DflD 」 の表示©来； 
を約3曰钞韓放置ずる； 
と講理タイマ…が解 
薇ごれ、火力表おに； 
戻〇蒂す。 

:::•蔵中で調壊タイマー； 
を解潍巧-るときは、 

を‘3•…'慶タイマーキー； 
を摔して <ださし、 

:裤聽籍お偉;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; 

♦ タイマ…を使ラとをは、 
ふきこ!まれや焦げつ走 
にごを意ください。 

スタート 























































































• 觸义 j (乂力 rsj ) で遺爾を關始し、中央ヒーター窩還を意表おが点巧し或を 
• * キ…または > 牛…を粹して火力を調節しまず。 


•ぶ巧/スタ…トキ…を巧した樓、約3び砂たぶちに乂丸設忠丰…を押さないとブげ…び嶋り、間動的に帶隙されをず。 

く通靈を停止ずる> 

〇調理が終わった! 5 切/スタ…"トキ…*を押す。 

•诵叢を停止し法ず。 

•パネル操作部慰肢納しまず。（巧れた累ま収納しないでください。） 

0 使用後は電源スイッチを押して電源を切る。 

• 頸源ランプが消巧し黑ず 

※黨叢を停止したときや黨源を切った撥でも、トッブプレ…卜の漏廣が約8日でが下になる柴で中央ヒ…夕…轟温を 
意表示:やパネみ操作部の r 离溫注意 j が点 G し続けまず。 


調理タイマーの使いかた（が j : 韓扣结ホに 3 。がの^®タィマ—を 


績蠢大1轉間まで1が単位で設定でをまず。お誕理中に設定しまず。 


ぶ通電みにタイマ…キ…感設定キ…を摔して好みの 
0を狩ずとタイマー表东 時闊に設定しまず。 

が数字で庶びしまず。 バー、 



な時醫を含わせたを、約3秒揭 i :お調理タイマ…終了後は憑 
経適後に f ピビツ J とブザー i 電を停比し、イロディーで 
び腹り、 r ， j が点滅し調理夕’お效5せしまず= 

イマ ーがスター トしまず。 



•途中で龍禪タイマ…を中化するときは、をう…慶タイマ…车…0を押してくださし、。 
•設定した謂題を変運したい場合は、講理タイマ…を中!]:し、离屢設定:してください b 


















































































左ヒーター 

自動湯わかしの使いかた 


な使える鍋は12ぺージ 

©お湯をわかずとをに使用しまず。お篇がわいた後、約己分間保温し自動的に適電を停止します。 

やかんや鍋に水を入れ、ヒーターの中央に置く。 


〇 

♦ 

0 入れる。 


水の量は1 L 〜やかんや麵の谎水量の60%まで（覇大3し）。 
がずやかんや雛のふたをしてくださしん 


• 載源スイッテをプザ…が驟る某で巧してくださし、。 
，載源ランブび点巧し法ず。 



± M 操作部の兴ニユー夺を棘 

湯わかしを選ぶ 

■ i 

が野!い變 c > r 郵蠻"お 

斗" 夺 ミ’搭器 —寺;;自自.:自ミミホ' 

文二.…ホ…を籍すご;とに巧り縷ねりえす， 

• 錢動遺むかし顯蜡前第たな顯始しでが資約10も簡繰 
亲丰一の安ンブが点滅している聞}慕わの、しのミ證寮 
を f 違難でき蒂ず。 

寺 r ! 




IT かコか Z1 


撼极 


mm 


箱が 


2 


上簡操作鎌の 

城/スタートキーを巧ず 


圏 ^ 圍 

__ 

こピジビジヒジ)-- 

お一^ 験 直 

0お蕩がわいた後、ブげ…でお知らせし液麗表おがすレン 
ジか D ミドリにかわり約百分閣课溫しま'ず。 
•裸溫が終了ずると窗動的に漁黨を停止し>^ロディーで 
お知らせしまず。 

を講理後などでトツププレートが熱い場合（表あ窓に r 离 
溫注意」を表をしているとき）は、溫度わンか…が正し 
く働かなくなるため、巧/スタ…トキ…を挥してもブヴー 
が瞻って通叢を開短しません。 

火力設定による加熟0 8ベージ)で巧って<ださいご 


を•ソニつ.…キ…を神した後、拘30砂杉阴に巧/スタ…卜 
キ…を悼さないとブげ…が猜口、留動的に辭除されまず^ 



猜わかしび終わった5輩源スイッチを巧して靈源を切る。電源ランプが消'なしまず。 

ぷ磯霞を停としたとさや龍源を切った後でを、トップフレー■卜の溫度が約8〇でな下になるホで、棄示窓の r 簡湿适 
蠢 j を点なし続けます。 


お願国揣 


• 水量はおず1 L 〜吕しの請圃内でわかしてくだごい。 

水量が多いとお續がわく前に停止したり，水量がかないと、 ？]< がな < なり空だき!’こなる場をがあり栗ず。 

•常遥の水を使.帝してくださ'い。莱た、に慟漂わかし中は、みたの開け謂ゆや水の追加をしないでくだごい。溫度セン 
ヴ…び正しく働かず、お潰びねく前に停化した0、ふきこぼれた0する場をがあり法ず。 

•やかん/や雛の底び変形していたり、水や譯瑚が巧養していると曾動鑛わかしび正错に勤作しなしむ基-合があります。 

•水於列（だし汁やスープ•ミルク•むぎ燕バックなど）をわかさないでください。溫度をンヴ…が正しく働きません。 

• ふたのおがによっては、るきこなれる場合があ〇萊す。 

.鑛淵柳鷄: . 

* くん、**か*-がか;く v*v: くが 


>やびんや鍋のが質 
抵〇果ず= 


居さ•水愚などにより、お漏がねく前にブヴ…が嗎つた0、た)いてちすぐに嶋6ないことが 


























左ヒーター 

保湿の使いかた 


©左•ちヒーターで調理終了後、調理物がさめないように保溫します。 

0 ) 保漏できるのはみそ汁、スープなど汁物やカレー、シチューでず。（ごはんや炒めものは保温でをませ 
ん。焦げつをの原頤となりまず。） 

0 ) 保漏がでをる量は約200居〜召00径まででず。 

?^必ず謂趕終了後の調壇物を课過してくださぃ。調理物がさめてしまった曝合は、あたためてから课過してください。 



よ簡操作部の兴呈を-^车~を雜 L : 

傑温を選ぶ U 


保溫の目安 



臟輸谭放 


m 


溯30 


お[蠻 

タニ:單^電搭すでど!こ巧り攘ぉ巧まず：， '' 
髓操作離の設定ホー思梓レ、镑通 rsoj ィ^探温 


，「明が胸 

本——……… 夺…画 


カレ…、シ チつ一 など 


みそ巧、スーブなど 


r 自がを類ぶ。 



80(か徽| 


2 


上簡操作部の 

切/スタートキーを巧ず 



巧;ニユーキーを绅した樓、抗30觀むドがこ切/スタート 
キ…を掉さないとフげ…が璃 り、 挡動的に觀除されます二 

〇徽攝中に再度設定牛…を押すと、保温 rso パ ► 保温 rsoj 
を変えることがでさ■果ず。 

巧银溫中はときどきかを哉だて焦げつかないようにして 
<ださい。 

0保溫中に調理タイマ…を使5ことができ•まず。（設定時 
間は1時閨连でです。） 

〇調摆タイマ…を使巧しない場合、約4目巧で詞勸的に蹟 
電を偉止しまず。 


保温が終わった6上慰操作部の切/スタートキーを巧して邁電を停止し、叢源スイッチを巧して 
電源を切る。靈源ランプが消なします。 


敲邁爾を惇にしたときや霞源を巧った媛でを、トツブブレ…卜の溫度が約 80 た过下になるまで、表を窓の r 窩温廷 
意]を点巧し続け张ず。 


. . /\ ， ザ ，;^ :: 

. . /|\ wSm . 

• • - . y • \ r5F? 

/ * か、 

• 長時間馈溫ずると食掠が焦げつく場食があり器す。 

f 喔 iglUP . 

;•温度は目おでず。調理物の種類や靈にぶり叢驟の溫潰が異なる塌谷びありまず。 


























































































































































左ヒーター 

自動炊飯の使いかた 

な使える鍋は12ぺージ 


く通電を闢始ずる> 

カップが炊けまず。 


自米 

水 

け: J ップ (180 mL ) 

220 mL 

2方ツプ （360 m し） 

420 m し 

3ちツフ （5 斗0のし） 

己 50 m し 


無洗米 

か 

け]ツプ （1 沒日 mU 

240のし 

2カツブ （36 日 m し） 

4己 Om し 

3わツブ’（反4曰衍〇 

色 30 m し 


•炊き上が0をお好みのかたさにしたいとさは、•水靈を增したり減らしたりしてください^ (增減ずる量は10%までに) 


〇付属の計量カップでお米をはかる。 

•すりきむ]ネ不が約] 80 mL (約1台）でず。 

0 お米を研ぐ。 

• 十分に洗 L ^琉してくだごい。（おこげが出来たり、タカ異 
くなる類園） 

• 驚洗米をご使用のときは、水を入れてにごりが強い場を 
は轄<すずいで<ださい二 

© 米を硏いだ5ザルに上げておがに水切りを 
ずる。 

♦ ヴルに上げた来'法放置しないでください。（來が割れてベ 
ち件つさの原園） 

〇 水を入れ30分な上漫し、水を含ませる。 
(冬場は1時間换上） 

• お湯は使わないでください。（ベちがつさの頭因） 

• アルカリ廣の題;い水で恢銀ずると、ごはんが黄蜜したり、 
ベちゃついたりずる場食びあり法ず。 

• 無洗米は、おず'底か5かき避ぜお米と水をなじませてく 
ださい。 




CD たつぷりの水でヴ 'ン 
とかき混ぜ、水を窠 
草く捨てる。 




感巧巧ぐ^洗ぃ谎ず」 
を <0遮し、水がきれ 
いになる辣で洗う。 


© 鍋に材料を入れ、ヒーター 
の中みに置 <。 

•がずふたをして < ださい。 

0電源を入れる。 

•靈源スイッチをブザ…が 
瞻るまで押して < ださい。 

•謂源-5ンブが点巧し果ず。 



























く操作のしかた > 



上簡燥作部の乂ニュー车^ぞ雖 

炊飯を選ぶ 



n ㈱ 齡就巧 I n 

A . 野 淵 I 堪删 ^ 

メニューキーを梓すごとに切り操ね0ます。 



ま蘭操作部の费1キ~を雜1>: 

米の量席おを設をずる;; 


ぶ議理懐などでトッブプレ…卜び熱い攜食 （r 屬溫注意 j 
を表をしているとき）は、遍度センサーが正しく働かな 
<なるため切/スタ…トキ…を摔してをフび…が鳴って 
通霞を顯始し萊せん。（十分さめてか5巧ってください。） 



キ…を狎した後、拘30秒む巧に切/スタ- 



ぶお强みに拖.じで験きかばん擅圓錦でき法ず。 


TH TR T で! 


:こ:こ:;-:•す-かん .• "C 巧；お . 

::か•:もッかぶ::::::::::奴::こお:::::: 

:;;けをダブを增會え； 

:賴壞]軟蕭を駿籍。おを曼挺城殺 P 載穀患幸晋萌 
i ;;; 歹ジ:?が轟ミ磯もてい葛藉が爽宏劑す％巧調觀がで; 
.な;致;巧 c ；；：； ；::;:; 1 ；：；： :;:;: ::;:; :::;; :;:;; 


: i: 


が賴口、趋動的に轉除されまず， 

をカップ数をまちがえたとをは、上翻操作部の切/スタ… 
トキ…を稗して間勤炊 g 反を中とし溝廣操作をしてくだ 
ごい。（留勤炊飯が日分な上たっていたら留動では炊け 
ません。） （4 日べージ） 

《 r よわめ」「つよめ j は龍底の焦げのが態を調節し萊ず。 

然ごはんの r やわ5かめ j 「かため j は水かげんで調節して 
<ださい。 

を炊飯の殘轉簡び確をすると残時闊表前こ琐り凛む0ずず。 


•^1 分刻みで減り第ず。 


4 


::::::替觀緣澡が終すした强 n;;;;e 11〇講妻 I 競詰び終ねるが□デイ-でお知らせし、 


ずぐに I まぐす 


をでき上がったらなるべく單めにお巧し上が0ください。 
r 保ミ證 j は使用でを张なん。 

をを璃（室溫が低い時）は底が焦げつさがず < な0法ず。 
終了懐はすぐにかを溝ぜてくだごい。 


使用後は靈源スイッチを押して電源を切る。電源ランプが消なします。 

お®讚を停としたとさや霞源を切った後でを、トップブレートの漏度が約8び C な下になるホで、表示窓® r 趨湿;主 
意 j を点の‘し続け来す。 






i •饮飯中は、飛苯つ(韻)が飛巧散りまず。 

:•留觀饮涨は、約37〜40分かかりまず。 
i • 软飯終了後、ふたが開かないときは转旨乂 j 
: で少し加熱して < ださい。 



;;;去、:： がた:::：：: i : ■ 

お願い 

• 絹の底が変おしていたり、？おや異物が巧着しているとう来く炊け 
ない場をがあ〇衷す。 

•炊飯中は、ぶたを開けた0難を載かしたじしないでくだをい。還 
度おンヴ…が正しく働かず、う张<炊けない場をがあり决ず。 



























































































































































































































































左•ちヒーターで揚げる (揚げをの温度コントルの使 

裳左•右ヒ…夕一同時に揚げちのはでき萊なん。を調理タイマ…は使活できません。 


く通電を闢始ずる> 

•油量びがなかったり、鍋底に凹凸やそりのある場食は、油温が設定温度より寫<なり、発义の原因に 
な0まず。 


〇 


付屬の天ぷ6鍋に油約500呂 （0.5 目し）〜約800長 （0.9 し）を入れ、 
ヒー•夕"•••の中央に置<。 


波駕8孤柱 



觀由置5日〇資 （0.5 色し）ホ適で調壊したり、錦をず5して置かないでくだごい。 
油溫び上がり趟ざたり、正しく崩廣龍節でさなくな0、発义の原因になります。 


Q 電源を入れる。 


‘龍源スイッチをプヴ…が 
嗎る深で禅してください。 
t 輩源うンブが点なしま'ず。 



議!!議議! iii 議議!議!;議! ||!i 議議1;議!議議!:議 


. ゾ,\ ド…… T . 

ぷ次.のような使いかたをした場を、揚げをのま捂そ 


揚げもの調理中はそばを離れない /TN 

が狐願 り 

0横知機能が働き、還電を惇止ずる場含があり 
法す‘。 


( U 盤底が捐 2 mm 松上そっていたり、変形した 
銷を使巧した摇备 

(2) 錦底やトップブレ…卜に異瑚やミちれがが着し 



でいる場昔 


心た--二:^—^ぶ〇勺 

(3) 予熱中に油をミまぎおした場合 


•付屬の天ぶ S 銅ながは絶巧に摸わない。 

•雛や h ップブレートを禮謙し、正しい銷に戰口 
換えたり、トップブレートをお手入れしてが b 
ご嫂巧ください。来た、 （3) の蠕食は、上翻操 
作部の切/スタ…トキ-…を挥しで標げちのミ證潰 
コントロールを終了し、もう…度標ばもの湿度 
コント□…ルを設定してください。 

娘補の種類によっでは、独煙がホる溫度が異なり 
萍す。 

油の説明蜜をよくお読みになりご懐用ください。 
ぶ巧屬の夭ぷ5離は絶対に空だきしないでくださ' 


♦鍋はみ期こ置いでくださ-い。 

♦底にだ]凸やそ0のある韻で-撰ばをのをしない。 

♦必ず揚げおの造度コント □— ルを使用し、位屬の天ぶ5 
織で誰]增しで <だごい。 

♦油は己00良 （ as 技し）ホ滞では媳巧に調理しない。 

.被は己00哲 （ a 56 し）〜800當 （0.9 し）の髓國で難]運し 
でください。 

魏ぜ違ったり袖の曇が少ないと，诫び®穀され発乂ずる 
恐れびありよず。 

ま'た袖の暴が多すぎ意と、あふれて軒けどや火災の綴 
固にな0ます二 

し、。麵底が変形して健えなくなり萊す。 




























































































いかた) 


を;><ニユーキーを桿した搔、約3日秒た1内にな!/スター■卜 
キ…を桿さないとブヴ…が驟り、闻動的に觸除され決す。 


^□もう 遮溫 

〇予熱が終了ずると >□ ディ…が瞩つてお知5せし、液 
韶襄巧藉に「適温」を衷巧;し法ず。 

を曰0 Og の油で釣8お f まどかかりをず。また遮中で油適 
設定を変えると展くなる場含がお0をず： 

を油韻設定!ま調摆瞬の漏度目安でず。ミ虫の覇やお料にぶ 
0巽なり来ず。法たお料が入つでいない場台はやや轟 
めの溫度にな0第ず。 

《簡灑を意中に龍理を拖めるとオレンジ语から表をします: 


主簡操が旨を巧切グスタート苹一を摊 

適滋になったら調理を城める 


Q 


:;;調理が終わったら上衛操作部の切/スタートキーを巧して適叢を停止し、電源スイッチを禅して 
:::;電源を切る。靈源ランプが消なしまず。 

來通龍を停止したときや霜源を切った棲でを，トップブレートの溫度が釣8日な; tf になるまで、表东窓の r 翻濕注 
意 j を点巧し続け束ず。 

减巧;*常:徽紙媒 :， 

、;戀擬親窺線發ク : 

ヒ…夕…を切0忘れた摇合は、切0志れ荫止お動停止微能が働を、操作後約4已分搔遐すると問動的に逼電を停止します；： 



游左ヒータ…で説明していまず。 


く操作のしかた> 


上簡燥作部 aw ニューキーを雖 t / 

鐵ダものを選ぶ 


こ)おヒーターで揚げもの調理をずるとさは揚げをのキー 
をす早してくだごい。 



r 


おぶ娜赃が 


m 


，機►地►曲^ 

Ww .—. — — — — -*^^^^.--^^^* 

若二.:!…す…遗鞍す.こおこ技り變わ〇.ます。 



_ 


〇 

< \ ^ 

© 

E 

南 


— r 


〇 

;;; ゾ ... 

- fllllllllll 


上簡操が部の設定キーを揮!^ 

おがみの油混を設定する 


CG お好みにがじて翊漏を露節でを某ず。 

"ESI か HI か" T13 



泉 

平 


潮か 1310 mm 

nsai n 色 oj nyoj nsoj nsoj 

r 2 o 日 j の中から選べまず。 



予熱中 
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グリル 

調理をずる前に 


魚焼を自動調理の加熱時間の目ま 


毒綾蔓辟 : 

規历® 放:風が::;-:-: 

:夕巧み, ，，も::，: 巧，，:,， 

m 理 例 

畑熱時閱の目教；; ; 

;;;;;たユ ー 

圍！議 
か献 

11111 

資巧嫁鐵 

1 廣(切)あたり 

111 頭!嫌靠葦ミ 1 ;| 

►丸焼き 

1間!圍圍1!問 

さんま 3 〜目属 
あじ]〜日尾 
いわし 
賀離 

をにしん 

叔ゆ 

にじます 

さんまの 

歸驟さ 

中 

谓 

約 16 〜 18 分 

後さお 吕 8 c m 
約] 80 資 

中 

己雇 

約 23 〜 2 自分 

あじの塩焼を 

中 

1 罵 

約 ie 〜 18 分 

農ご拘 23 c.m 
約 1 扫〇旨 

中 

己馬 

約 23 〜 25 分 

離の摇焼さ 

中 

] 尾 

約 1 S 〜 19 货 

削 230 資 

►切!•ひもの 

圓画; i ;;;;;; 

WMMyM ：： 

链の巧貴-ご球の切貴 

想じの顯さ 
さ Aj ホの開さ 
なつけの開を 
かれいの一被干し 

魅の遍焼き' 

中 

邑切 

約 14 〜 15 分 

約 80 畳 

あじの調を 

中 

孤 

辩 14 〜巧お 

約 100 資 

►つけおき 

しよラゆミ賣け 

出山み筆攀が出出 

ぶ 0 

ごわ 5 
鱗 

ぶ 0 のつけ焼き 

中 

5 切 

約に〜 13 が 

約 100 資 

ごむろの 
圉京讀け 

鋒 

2 切 

約 13 〜巧分 

約 100 曼 

剛靖華を職;;;;; 

塩焼き 
たれ焼さ 

幾きとり;、遍链苗 

瑶 

8 本 

約 1 己〜 18 分 

3 本約 已〇易 

燒 きとり なず!燕を 

中 

妳 

約 13 〜 16 分 


魚焼き調理のこつ 


♦魚を調理する凛食は、尾などの薄い部がが焦げやずいので、焼網の手前擲に尾を巧けてくだごい。 

•焼網に•けラダ油などを塗っておくと謂理物が焼網に付着しにくく、啜りがしやずくな0ずず。 

♦こげめのつき’輿含は煮の穩熊やブ:き•さ、脂のの〇異合、魚の湿廣、遍のふ0かげんによって違い決ず。 

(嶺のふる屢が多いと焦げ目が鞍くなりまず。）お好みにより焼きかげんキ…で講節してください。 

♦を魚はんまやあじなど）は、烧き铅がつきにくいので、調理する約10■ぶ日か前に塩をもっておき 
ま'ず。 

♦冷澡してある魚は、よく解凍してから焼いてください。魚の[巧鞭が;令たいたゆ、中まで火が篇〇にくく 
焼を不话!になったり、漏度センサ…が正しく働かず焼さ過ぎたりし来ろ％ 

♦焼類よ0を大去な魚を網擢ずる場をは、半おに切って<ださし、 

♦烏をか麗焼く場をな焦げやずいので、下ヒ…夕…の與上をごけて霞いて<だごい。 

♦戀数の食品を焼くときは穗鶏、大幸さ、摩さをそろえて<ださい。かさいものや火の蹟むやずいをのは、焼き過ぎにな0 
来す。 



\ •適霸してしばらくの間、前固の調糧でヒ…夕…についた脂が加熱されにおいや煙がおることがあ 0 まず。 

\ •調理中.材料の脂などが下ヒ…夕…や受觀に落ちると、においや煙がホることがあり速ず。 

\ •調蹲中はヒ…夕一がついたり消えた 0 し法'すが、滿農龍節しているためで哉猜ではあ〇决せん。 

\ •調理直縷にグリルドアを引きおすと、魏び前翻からお来す。特に脂分の多い蕉などを焼いたあとは、 30 輕程度 
: 待ってから引さおして < ださ—い。 

i •ヒ…夕…のクリ…ニングを途中で終了したときは、ヒ…夕…についた脂が礫るため、な區讚!攫をするとき、最初 
: ににおいや煙がおることがあり速:ず。 

\ • ヴレ謂!理はメニコ.…に路じて上，下ヒ…夕…を爲勤的に切り換え法ず。二:！…によっては上<下ヒ…夕…の窟 

: 電を細かく奶〇換えるため、ヒ…夕…が赤くな6ない塌若があり法ず。 

‘， •魚焼を乎動調理やグム •>< 手動調糧は上-下ヒ…夕…の蘆靈を總か<切り換えて両圆を焼き上げるため、圏動誦理 
: で講理ずるときよ0ちを上が0に時間がかかる場合があ〇萊す。 




lil 








































































グルメ調理の加熱時間の目安 


ジん夕 X ニユ•- 

細熱時閣の目教 

•，:，:，，•ここ，:，，.，，，，ミ，知ル W :， 

’ 巧:-:，:!’巧#がみ" 


鑛^ ミ^;議; 

議議釀 

::::数::::: 

圍;;11胃 胃變; 1議議議;; 

議 ill ; 讓 illli 

►ピザ 

冷凍ピザ 

中 

H 女 

的15分〜19分 

1谏 

塵權約2百 cm 
(約吕日〇控） 

冷騷ビヴ 

中 

3枚 

約13分〜16分 

手作〇ピげ 

中 

り交 

約巧を〜巧分 

►グラタン 

冷涼グ可タン 

中 

2脚 

約22お〜2フが 

遺約240薑 

►ホイル巧き 

ホイル焼を 

中 

2猶 

約18分〜22が 

リ圖約巧〇曼 


グルメ調理のこ 


♦冷凍實語を黯理ずるときは、解康せずに海凍のま第離運してくだをし、 

♦冷凍ビゴゃ冷騷ピザを謡擢ずるときは、链装をはずしてからアルミホイん巷ビげのまわりに 
そって巧り曲げで < ださい。 

♦冷凍グラタンを調摆するときは、包装をはずしてからアルミケ…ス皿の来来入れてください。 

(ブ5スチック留器の冷凍グ5タンは、焼くことができ表せん^ 

♦鑛理ずるときの置き方な、下図のようにしてください。 




善 

ホ萌销 
グろタンい置の堤を 


要 

币請誠 
グ-うタンを醒み塌を 



善 

ホ萌错 


ホイん'戚さ’1罹の塌合 



日 


二 :~ W 
—— ^ 畢 

. . 3 币前魏 

巧イム巧だ-巧窗の場を 


- j-i 公- 


• グリル使用舜はがず換気鎖を使罔してくだでい。離理 
中、暇•挑気カパー•かろ驟が肚杂す。） 

• グリムドンっの開閉は、グリルド;: y のとっての中巧を骑 
ち巧って< ださい： 

をそれな列ではグリルドアの開蘭がでをない場合がおり 
莱す。 

♦ 受跑に水を入れないでください。（受皿に水を入れると 
庫内の遇度が上が b ず曾動錦糧が3まくできないこと 
があ0或ず。} 

• 養拙に1 列えばアルミホイルIクッ丰ングシ…卜Iグリル 
おなどを入れて使巧しないでください。（油が避熱ごれ t 
燃えることがありまず） 

•烧網にお料をのせをとさは、親潤からはみ出さないよ 
〇にしでください。（巧科がヒーターにつくと発火ずる 
恐れがあり萊す。} 

♦魚©脂や他の碟鼠かすがついた来决調理をずると、前 
の積;歳のにおいがつくことびあ0まず。焼網と受逊の 
汚むをきむいにしてか b 饒理してください。 （3 己べ… 
ジ(お手入れ）） 


• 漂続してご懐用になる墻をは、毎回焼總と受皿の巧む 
をされいにし、グ U ル庫巧の溫度を下ばてから讚理し 
てください。グリル庫巧の適慶び寫いま荣調理すると、 
をンヴーが正しく働かず單めに調理が搔了したり、講 
理時間が展くなったりし第ず。 

傭端のためやけどに注意する。） 

• 間動調理の途中でグリルドアを開けないでください。 
上手に調寶でき第せん。 

• 段聘間グリルを懐用ずると、グリルドアのとっての下側 
が熱くなるのでごを意 < ださい。 

* 顯理中、グリルド: F がく百った0、簡〇に麗がついた 
りすることが玻〇ます。薛 j りについた露はふさんでふき 
とって < ださい。 

♦グリルドンっはゆっくり開閱してくださし、。 

藏調擢物が焼離か日麗ちる場含があ0ホす。 

•調理中や調理後は、グリルドア、焼繼、受皿、ホルダ…、 
レ…ム等が窩溫となっていますので注意してください。 
• ドア簡逆か弓鐵や水緊驚が a れる樽をがあります。 










































グリル 

魚焼き調理をずる 

く2^備>を f 丸焼走 J 方ニユーをセットする場合。 

〇受皿*焼網をセットし、本体に組み込む。 

• グリルに受並!•燦絕をでットし、 

材料をのせ萊す。 

• グリルドアは確実に謂めて<だ 
さい。 （1 日べ…ジ） 

0 電源を入れる。 

•讚源スイッチをブヴ…が 
賴る来で排して < ださい。 

•霜源可ンブが点の‘します。 

0パネル操作部を開ける。 

魚焼き自動調理のしかた 



(諮理タイマーは懐用でき张せん。） 


パネ J レ操僻贼魚煤をゾニューキ"-飼即 

み焼をを選ぶ 


儀 焼をかげんを選ぶときは 幾 
C ) 焼きかげんキーを舞ずと焼をかばんが切り換わりまず C 


1魚窝き 

編 

凶 


だ;!- 


お I 巧き巧賊がつな射ま巧 
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r 1 咸ぉき I N ^がみ D おつけまき睽片字我お 

h -夕…占；^;，，;. 

タニ之…ホ…を撰すごとに巧り壤わりおす， 
鴻氣留總薄した乂ニユーから雜を t > ずず d 
游焼をかばんは沖 j から避まり萊ず、， 

巧/スタートキーを採 triiii お!!出; 



弱 


4¥ 


巧 


仆 


強 


《•>(二.:).一および號きかげん選択乾約 3 分が巧に切/スター 
トキ…を押さなし化ブヴ…が聰り商動的に驅隐ごれます:： 

礙調遭中は、>二:!一および焼き饥ブんの盤第はできまはん。 



lil 


み巧虽 




r 中 
J 一 


し‘'^切/スタートキーを押し、調理がスタートしまず。 

‘ ' ，タイマー表示部が^ J と表をされ、途中か S 調理の残 
り時間を表をします。 

• 調程中、顯理綾にグリル闻のフ ：) ッンが回転し张す。 

♦ 途中で調理を薛了したい鶴谷は、切/スタートキーを粋 
しでください。 

* 途中で調理を終了させた場をは、爭動調理で郎靜:しで 
ください。 （29 ベ…ジ） 


3 


イロデイ™が騰。をを 

調理鞠を取0出ず 


i 点の 

獻が卜 



0調理物を入れたままにしてお<とクリ…ニングや余熱 
で焦げ適ぎることがありまず。 

〇焼きが足りないときは、手勤調理で様子をみなが5、 
さ S に焼いてください。（呂9ベ…ジ） 

C 調理が終了ずると自動的にヒータ…のクリーニング 
て乙羡示）を巧いまず。（ヒ…夕…を加熱して付猜した 
斌がを焼ををりまず。最大5巧間） 

* ヒ…■夕…のク U …ニングを遮中で終了したい嫣をは、 
切/スタ…トキ…を粋してください。 

0パネル操作部を収納しまず。 


ヒーターの クリーニングが終わった5電源スイッチを押して電源を切る。輩源ランプが消なしまず。 
グリル庫内の歳度が高い場台は、調理時間が長<なることがあります。 








































































































































































































魚焼を手動調理のしかた 


パネル操巧部め臟ま乂社'"^キーを巧し:: 

手勤を選ぶ 



み巧き mm つなをま佔巧 


兹 


咸躬1 お M がが]がつけぁきお [} 寺巧 

^ -…夺 - jp^^t ■…ム…-す 

を鞍ずごとに巧り攘お垣を昔占;;;; 


麵 

-: ;;;;;請立丈 e 萍 
髮號屬 f 吏裙; b た:;互.可;…:がを搪衆む諫;宪, 


mmm & mwm を毅！巧 


蒸載;; 


领焼きかばんを選ぶときは场 
C 焼きかばんキ…を巧ずと焼をかばんが切り換わりまず。 

V i y 



费 


か 


を 


か 


強 


A 力の資巧 


60 ^固驾？色^目当 silk 


をを勤選択後、乾3がな内に胡/スタ…トキ…を神さないとブ 
ヴーが鳴り奇動的に解輸されます。 

を讚還中は、火三:：!一の変勤まできま柱ん。 


r \ 

:；グ. 


域/スタートキ 


ぶ: .； ： 

恩 


を押ず 


兢 

m 

お 

をな 




0 切/スタートキーを巧し、調理がスタートしまず。 

0 調理中に焼さかばんキーで义力を調節できまず。 

然露理タイマーをご使巧になるときは、調理スタート搜 
設定.しまず。 

♦ 調攫中、講理後にグリル巧のファンが回斬し'まず。 


3 


II 遵が終わった5、グリルを f 切 j に瞪; 

調磯物を取り出ず 




0 調理が終了ずると呂動的にヒ…夕…のクリ…ニング 
て^_表お）を巧いまず。（最大5分轉） 

♦ 議理麵を入れたま柴にしておくと宗熱で焦げ過ぎるこ 
とびお0まず。 

♦ ヒ…夕…のクリ…ニンブを途中で終了したい壌含は、 
切/スタ…トキ…を}早してください。 

こソなル操作部を觀倘しまず。 

巧グリルを r 切 j にし忘れた場合规刃〇怠れ徽止閣載停止 
«能が働き、遵電闢艦から約30分後に圉動的にヒーター 
のクリ…ニングを巧い、遺爾巷偉止しをす。 


ヒーターのクリーニングが終わった5霞源スイッチを押して電源を切る。電源ランプが消なしまず。 


調理タイマーの使いかたげ j = g を藉®に1。せ®胃を 



©)1 分〜最大29がまで1分軍泣で設定でをまず。踩調理中に設をしまず。 


ぶ通電中にタイマーキー 
のを押ずとタイマ-泰を 
が数字で脯なしまず。 


取 


^ OOj 


(®5 


@設をキ…を稗して好みの 
時間に設定しまず。 




Llim 

つ h 




見時間を含わせた後、約3砂 
闊强適接に r ビピジ j とブ 
ザーが鳴り、 M が点滅し 
調理タイマ…がスタ…卜し 
まず。 




犀調理タイマーが鈴了すると 
メロデ V …が;鳴り、タイス… 
聚あ部に ft が点なし、 
自動的にじ…夕 …のクリ… 
ニングを巧いまず。 


♦濡中で諮理タイマ…を中止するとをは、をう'-農タイマ…丰…©を巧しでください。 

•設定した謁韓を変更したし權舎は、請遇タイマ…を中]]:し、稱廣設定してくだをい。 

媒巧〇忘れ能止曾動停止®能巧0分 J を優先しますので、蹟靈魏みでのセツトでは、最大轉幫が短くな0をす。 



























































































































































グ u ル 


グルメ調理をずる 

く舉備 >?^ 「ピザけニューをセットする場含。 


〇受皿•焼網をセットし、本術こ組み込む。 


♦ グ U ルに受挪，焼網をわットし、 

が料をのせます； 

♦グリルドアは確実に蘭めてくだ 
ごい。 0 日ぺ … ジ） 

0 電源を入れる。 

• 叢源スイッチをブげ…が 
賴る来で绅して < ださし V: 

• 靈源玄ンプび点なしまろ％ 

0パネル操作部を開ける。 

グルメ自動調理のしかた 



C 調理タイマ … は使周でを萊せん。） 


i な臟作部のグルが二：!一羊一を押し 

ピザを護ぶ 



主ピザグ 5 かおお賤 


離 


中 


かどザ1 ががラきシ!►柄确纖 W " 锦敏 }l 

^ S S 甲 ，. ，： I , I ^^ 11 1 甲 .—.—— —— - 

パべニュ…キ…を巧-さ-ごここ巧む操お D : 森す。 


•お前释倏辑した知二 : i —から摇ま:り第ず。 
般焼をかばんは r 中」から繪津り笨ず。 


幾 焼をかばんを選ぶとを はお 
) 焼きかげんキーを巧すと焼をかばんが切り換わりまず。 



愚 


お 


を 


か 


強 


巧;<二つ一および機をかげん選躬褚、約3分が巧に助/义夕- 
トキ…を稗ごなしがブザ…が嗎〇自動的に解髓ごれまず;： 

ぶ調理中は、><二.:1.一おぶび焼をかげんの葬麗はでき志せん。 



切/スタ^トキーを巧ず: 


瑚 

r 

幸 

線 

ぶ..ぶ - 

J 


a ゾロディー削壌った S 

調理物を取りおず 


w 巧 -H 




L 


0 切 / スタートキ … を狎し、調理がスタートしまず。 

〇タイマ … 表示部がと表示をれ、逮やから調理の残 
り時間を表示しまず。 

• 調理中、調理褚にグリム巧のフアンが固転します。 

♦ 途中で誕理を終了したし V 場 ' 食は、切/スタートキーを卿 
してくだごい。 

• 遮中で識理を終了させた場台は、手動講瑶で潤諫しで 
< ださい ; ： （ 3] ぺ … ジ） 

〇調理物を入れたままにしておくとクリーニングや余熱 
で籠げ過きることびありまず。 

G 焼きがおりないときは、手動調理で様子をみなが 5 、 
さ引こ焼いてください。 （ 31 ぺージ） 

0 調理び終了ずると自動的にヒーターのクリーニング 
くご ^> 羡お）を巧います。（ヒーターを加熱して巧霞した 
油分を焼ききります。最大 5 分趨） 

* ヒ … 夕 … のクリ … ニングを藏中で終了したい場為は、 
切 / スタ … トキ…を禪してくださしん 

0 パネル操作部を収納しまず。 


ヒーターのクリーニングが終わったら靈源スイッチを挿して範原を切る。電源ランプが消なしまず。 
































グルメ手動調理のしかた 



mmmmium 

截を選ぶ 


:过"""半一を挿し 


ビザさうタンホ徘鮮 




かビザみ位 5 タシ的卸祁兢的 

毛-よ-- 雜器 if を -~4° 


4^ 


;;;;與こゴ…す…を狎ぎ^とに班む摇ぉな燕ず,- 


:;;诚前屬锭現; b た;詳吉 


yp-.rrr な、資始蒂;む素ず ; i 


::•棘姑でかげ姑击も滤 J ; を公驗萊;な雞张；;:;; 




後焼をかばんを選ぶとをはが 
) 焼きかばんキ…を得すと焼をかばんび切り換わります。 



覇 


か 


宇 


か 


強 


义力の旨を 


巧弓 J r や J [蹲I 

故 irjvv 補当骗〇削目尚 10— 居 G 抑调马 


お手-動讀択嶺、約3分た i 巧に切/义ター h キーを巧さないとプ 
ザ…が嶋日控勤的に解憩されまず。 

を謂!理中は、ニュ…の裝舉はでをません。 



切/スタ^ドキ 


，を押す 


謡 


畢巧 


G 切/スタートキーを碑し、調理がスタートしまず。 

G 調理中に焼さかげんキーで乂力を調節でをます。 

ぉ識理タイマーをご使巧になるときは、調理スタート後 
設定しまず。 

•聽理中、調理褚にグ U ル巧のフアンが國転しまずュ 
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3 


調遵が終ねつたち、ダリもを r 蹲 j にじ、 

調選條ぞ取りおず 

棘 




〇調理が終了ずると自動的にヒータ…のクリ…ニング 
( CLmw ^) を巧いまず。（最大日が間） 

•調煙物を入れたが法にしておくとを熱で焦げ避ぎるこ 
とがあ0ます。 

• ヒ…夕…のクリ…ニンクIを途中で終了したい鶴含は、 
切/スタ…トキ…を押しで < ださい。 

〇； くネル操作部を峡納しまず。 

^^^グリんを「现」にし息のた霸舎は迅〇忘れ範止封動惇止 
機誰が働さ、通議關始から能30分截こ曾動的にヒータ… 
のクリ…ニングを巧い、遇霜を停止し张す。 


ヒーターのクリーニングが終わった6電源スイッチを裸して電源を切る。輩源ランプが消なします。 


調理タイマ-■••の使いかたい 


:勤鱗黯に爾の韶理夕の—を 



©] が〜最大29分まで1が単位で設落でをまず。^調理中に設定しまず. 

ぶ適電中にタイマーキー；遺設定キ…を禅して巧みの；第時間を食わせたを、約3抄 


0を搏ずとタィマ…^表巧 
が数單で無巧しまず。 


取 


ふ 巧 [嗤 


時間に設をしまず 


(®5 





間絕過をに r ビビッ j とプ 
ザーが鳴り、 r ，」 が点滅し 
調理タイマ…がスタ…卜し 
まず。 

egg 巧]点滅 


某;調理タイマ…が終了すると 
メロディ…が鳴り、タイで… 
表を部に£1が扁巧し、 
自動的にヒ…夕…のク U … 
ニングを巧いまず。 


•途中で調理タイマ…を中止ずるときは、ちう…^度タイマ…年…©を粋しでください。 

•設定:した騎簡を変要したい場苗は、調理タイマ…を中止し、齊變設定してください。 

游切 J0 忘巧防止圉載淳止機難巧〇がを®塊しまずので、邁權逾中でのセツトでは、愚大瑚當が類くな D まさ。 






































































































































お手入れ 
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ご使箱のたびにお手入れしてください。 

トツフブレ…卜、プレ…トワク、操作部は巧れをち安置した0、汚むたまま曠ラとこびりついてとれにくくなりまず。 


A 注意 


おず電源を切り、本体が十がに冷えたことを確かめてから巧って<ださい。 


0ベンジン、シンナ…、みがさ粉は總妃に使巧しないで<ださしん 
〇暇 I 排気力卜 HC 水が入5ないよラ、ご注*ください。 


© 

ゆ 

0 


上湿操備い表示窓……'; 駿*排気カバ™ 




1薄めた台巧用巧剤（中性）とお湯でなう。 I 

♦たむしやみびを粉(:クレンザー）は馈用しないで 
<ださい。 


2鍋底やが側の異物や汚れをとる。 

♦汚れがこび0ついた暮を使ラと、油漏を正しく 
コント □— ルでさないことびあ〇决ず;:法たトツ 
プブレートが巧れます。 

3 洗い終わった5か気を 
切0、乾いた！5巧側に ^ J \ 

軽く食用油をめる。 又 ——^ I 

♦魏った第まにしておくと銷びる黨哲があります-。 
楽天ぶら錦に同鋪の説明書をよ < 読んでご使活く 
ださい。 

♦錦底がそってをたり、変形した場合は使用しな 
いで<ださい。お質い上げの販売店でお頸いが 
め< ださい。 （8 ぺ…ジ） 


〇吸•排気カバ~ 

■本体か S 吸•排気カパーを外し、 m めた台所 
箱洗剤（中性）とスポンジで洗ラ。 

G たむしやをげき粉は輝.むないで < だごい。 

〇お手入れ後は、水気をふき■と0おず本 f 本にわットし 
で < ださい。 

G 巧れで目請莱りした乘ま使ラと.通叢を停止したり、 
グし UU 使用中にグリルドアから:嘱ぜを巧たりずる場 
含があ0ます。 

0前面表示、部•パネル操作部. 
上面操作部•表示窓 

■やわ S かい巧でふく。 

〇汚れがひどいとさは台巧用洗剤（中牲）ををに直壌つ 
けてふをとり、もう農綾つたふき'ん、乾いたふきん 
の i 暇でみきとつてください。 

0水にぬらさないでください。號璋の原因になり苯す。 





































































